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【手続補正書】
【提出日】令和1年7月24日(2019.7.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ナトリウムイオン、カリウムイオン、ルビジウムイオン、及びセシウムイオンからなる
群から選択される少なくとも一種のアルカリ金属イオンを含む非水系電解液、正極、負極
、並びにセパレータを備える非水系アルカリ金属型蓄電素子であって、
　該負極が、負極集電体と、該負極集電体の片面上又は両面上に設けられた、負極活物質
を含む負極活物質層とを有し、該負極活物質層は該非水系電解液に含まれるアルカリ金属
イオンを吸蔵・放出できる炭素材料を含み、
　該正極が、正極集電体と、該正極集電体の片面上又は両面上に設けられた、活性炭から
なる正極活物質を含む正極活物質層とを有し、
　該正極が、該正極活物質層の全質量を基準として、該非水系電解液に含まれるアルカリ
金属イオンを陽イオンとする炭酸塩粒子を１質量％以上５０質量％以下で含有し、
　該正極の断面の顕微ラマン分光測定により得られるイメージング画像において、断面積
に占める炭酸イオンマッピングの面積比率が、１％以上５０％以下であり、そして
　前記炭酸塩粒子の数平均粒子径をＸ１とするとき、１μｍ≦Ｘ１≦５μｍであり、前記
正極活物質の数平均粒子径をＹ１とするとき、３μｍ≦Ｙ１≦２０μｍであり、かつ、Ｘ

１＜Ｙ１である、前記非水系アルカリ金属型蓄電素子。
【請求項２】
　前記正極集電体及び前記負極集電体が貫通孔を持たない金属箔である、請求項１に記載
の非水系アルカリ金属型蓄電素子。
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【請求項３】
　前記正極断面の顕微ラマン分光測定により得られるイメージング画像において、断面積
に占める炭酸イオンマッピングの面積比率が、２％以上１５％以下である、請求項１又は
２に記載の非水系アルカリ金属型蓄電素子。
【請求項４】
　ナトリウムイオン、カリウムイオン、ルビジウムイオン、及びセシウムイオンからなる
群から選択される少なくとも一種のアルカリ金属イオンを含む非水系電解液、正極、負極
、並びにセパレータを備える非水系アルカリ金属型蓄電素子であって、
　該負極が、負極集電体と、該負極集電体の片面上又は両面上に設けられた、負極活物質
を含む負極活物質層とを有し、該負極活物質層は該非水系電解液に含まれるアルカリ金属
イオンを吸蔵・放出できる炭素材料を含み、
　該正極が、正極集電体と、該正極集電体の片面上又は両面上に設けられた、活性炭から
なる正極活物質を含む正極活物質層とを有し、
　該正極が、該正極活物質層の全質量を基準として、該非水系電解液に含まれるアルカリ
金属イオンを陽イオンとする炭酸塩を１質量％以上５０質量％以下含有し、
　該正極の断面の顕微ラマン分光測定により得られるイメージング画像において、断面積
に占める炭酸イオンマッピングの面積比率が、１％以上５０％以下であり、
　前記炭酸塩粒子の数平均粒子径をＸ１とするとき、１μｍ≦Ｘ１≦５μｍであり、前記
正極活物質の数平均粒子径をＹ１とするとき、３μｍ≦Ｙ１≦２０μｍであり、かつ、Ｘ

１＜Ｙ１であり、そして
　該非水系アルカリ金属型蓄電素子において、セル電圧４Ｖでの初期の内部抵抗をＲａ（
Ω）、静電容量をＦ（Ｆ）、電力量をＥ（Ｗｈ）、蓄電素子の体積をＶ（Ｌ）としたとき
、以下の：
　（ａ）ＲａとＦの積Ｒａ・Ｆが０．３以上３．０以下である；
　（ｂ）Ｅ／Ｖが１５以上５０以下である；
を同時に満たすことを特徴とする、非水系アルカリ金属型蓄電素子。
【請求項５】
　ナトリウムイオン、カリウムイオン、ルビジウムイオン、及びセシウムイオンからなる
群から選択される少なくとも一種のアルカリ金属イオンを含む非水系電解液、正極、負極
、並びにセパレータを備える非水系アルカリ金属型蓄電素子であって、
　該負極が、負極集電体と、該負極集電体の片面上又は両面上に設けられた、負極活物質
を含む負極活物質層とを有し、該負極活物質層は該非水系電解液に含まれるアルカリ金属
イオンを吸蔵・放出できる炭素材料を含み、
　該正極が、正極集電体と、該正極集電体の片面上又は両面上に設けられた、活性炭から
なる正極活物質を含む正極活物質層とを有し、
　該正極が、該正極活物質層の全質量を基準として、該非水系電解液に含まれるアルカリ
金属イオンを陽イオンとする炭酸塩を１質量％以上５０質量％以下で含有し、
　該正極の断面の顕微ラマン分光測定により得られるイメージング画像において、断面積
に占める炭酸イオンマッピングの面積比率が、１％以上５０％以下であり、
　前記炭酸塩粒子の数平均粒子径をＸ１とするとき、１μｍ≦Ｘ１≦５μｍであり、前記
正極活物質の数平均粒子径をＹ１とするとき、３μｍ≦Ｙ１≦２０μｍであり、かつ、Ｘ

１＜Ｙ１であり、そして
　該非水系アルカリ金属型蓄電素子において、セル電圧４Ｖでの初期の内部抵抗をＲａ（
Ω）、セル電圧４Ｖ及び環境温度６０℃において２か月間保存した後の、セル電圧４Ｖで
の内部抵抗をＲｂ（Ω）、環境温度２５℃にて、セル電圧を２．２Ｖから３．８Ｖまで、
３００Ｃのレートでの充放電サイクルを６０，０００回行った後の内部抵抗をＲｃ（Ω）
としたとき、以下の：
　（ｃ）Ｒｂ／Ｒａが３．０以下である；
　（ｄ）セル電圧４Ｖ及び環境温度６０℃において２か月間保存した時に発生するガス量
が、２５℃において２５×１０－３ｃｃ／Ｆ以下である；
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　（ｅ）Ｒｃ／Ｒａが０．９以上２．０以下である；
を同時に満たすことを特徴とする、前記非水系アルカリ金属型蓄電素子。
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